
4-1　修士課程修了要件
　以下のすべてを満たした場合、修士課程修了となり修士（造形）の学位を取得することが
できます。

　・本大学院修士課程に２年以上在学すること。
　・�本大学院修士課程の授業科目について、「基礎科目群」から必修２単位、選択２単位以
上、「専門科目群」から選択４単位以上、「プロジェクト科目群」から必修４単位、
「ソーシャルスキル科目群」から選択４単位以上、「領域科目群」から選択４単位以
上、特別研究10単位を履修し、合計30単位以上を修得すること。

　・�修士論文又は特定の課題についての研究の成果を提出し、審査及び試験に合格すること。
　※�特定の課題についての研究の成果を提出する場合、研究副論文の提出が必要となります。

学位の授与プロセス
年次 月 事　　項 備　　　　　考

１年次 10月 領域科目群中間発表 発表の概ね１週間前に教員に配付するレジュメを
PDF形式で提出（形式指定あり、要とりまとめ）

２年次

６月 中間発表（公開） 発表の概ね１週間前に教員に配付するレジュメを
PDF形式で提出（形式指定あり、要とりまとめ）

10月 予備申請 「学位授与予備申請書」を教務課に提出

11月 学位審査委員決定 研究科委員会にて学位審査委員決定

１月
修士論文、特定の課
題についての研究の
成果 提出締切

指導教員に以下を提出
修士論文の場合
　⑴　修士論文
　⑵　学位授与申請書（論文）１部
　⑶�　論文要旨（Ａ４版2,000字程度の和文及びＡ４版

1,000語程度の英文）各３部
特定の課題についての研究の成果の場合
　⑴　作品一式
　⑵�　学位授与申請書（特定の課題についての研究）１部
　⑶�　研究副論文（Ａ４版20,000字程度、和文）正１部、

副２部
　⑷�　研究副論文要旨（Ａ４版2,000字程度の和文及びＡ４

版1,000語程度の英文）各３部
　⑸　保存用写真資料（Ａ４版）３部

１月下旬 審査、修士論文等発
表会（公開）

発表の概ね１週間前に教員に配付するレジュメを
PDF形式で提出（形式指定あり、要とりまとめ）

２月中旬 審査結果の報告 主査は審査委員会が作成した修士論文等審査結果及び最終
試験結果報告書を提出

２月下旬 修了及び学位の認定 研究科委員会にて修了及び学位授与の可否を審議、議決

３月上旬 大学保管用 成果物一式を教務課に提出

３月 修士学位記授与式

修了要件と学位授与プロセス4
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審査基準
　修士論文等の審査の評価は、以下の審査基準に基づき行います。

　修士論文 特定課題研究（研究副論文を含む）

⑴　テーマ設定の適切性
⑵　論旨の一貫性
⑶　文章表現、論理構成
⑷　独創性、新規性
⑸　研究に対する探求度
⑹　完成度
⑺　形式的要件

⑴　テーマ設定の適切性
⑵　技術的表現力
⑶　独創性、新規性
⑷　研究に対する探求度
⑸　完成度
⑹　研究副論文に関する文章表現、論理構成
⑺　形式的要件

指導体制
　研究指導は、主担当となる研究指導教員が行います。
　研究内容に応じて、任意で「副担当」として論文作成指導能力を有する研究指導教員から指導
を受けることができます。

中間発表等のレジュメ形式
　中間発表等で教員に配付するレジュメは以下の形式に沿って作成してください。また、発表プ
ログラムを付してPDF形式にて教務課に提出してください。

研究主題目　
研究副題目　
研究発表者所属領域
研究発表者学籍番号
研究発表者氏名
研究発表者ローマ字氏名 
研究指導教員氏名

キーワード ：（日本語単語または熟語で３つ程度。）

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

※�１ページあたりの文字数は1200文字を目安とし、原稿枚数は図版を含め４枚を上限とする。
（２段組などの工夫も可）

※�レジュメの構成（参考例）
　はじめに／１．研究目的／２．研究方法／３．結果／４．分析・考察／おわりに／参考文献
※�図版表、グラフ等は適宜、文中に挿入し、通し番号をつけたキャプションを一緒に添えるこ

と。（例：図１、表１など）
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4-2　博士（後期）課程修了要件
　以下のすべてを満たした場合、博士（後期）課程修了となり博士（造形）の学位を取得す
ることができます。

・本大学院博士（後期）課程に所定の年限以上在学すること。
・�本大学院博士（後期）課程の授業科目を10単位以上修得すること。
・研究指導を受けた上、博士論文についての審査及び試験に合格すること。

博士の学位授与プロセス

年次 月 事　　項 備　　　　　考

１年次 10月 中間発表（公開）
発表の概ね１週間前に教員に配
付するレジュメをPDF形式で提
出（形式指定あり、要とりまとめ）

博士論文の提出までに学
会等で審査付投稿論文を
発表
（２編以上、採択が決定さ
れているものを含む、単著
または筆頭著者であるこ
と）

作品制作の場合、以下の要
件（いずれも満たすこと）
に替えることができる。
・�審査付投稿論文を１編

以上学会等に発表して
いること

・�全国的あるいは国際的
規 模 の 展 覧 会 、 コ ン
クール等に作品を出展
し、２回以上の受賞歴
を有し、またはそれに
準ずる成果を挙げてい
ること

２年次

10月 中間発表（公開）
発表の概ね１週間前に教員に配
付するレジュメをPDF形式で提
出（形式指定あり、要とりまとめ）

３月 予備申請
教務課に以下を提出
・学位授与予備申請書
・博士論文中間報告書

３年次

４月 中間発表
発表の概ね１週間前に教員に配
付するレジュメをPDF形式で提
出（形式指定あり、要とりまとめ）

９月 審査委員決定 研究科委員会にて審査委員承認

10月中旬 学内発表会
（研究科教員）

論文（草稿）に関する発表
※�事前に審査委員による確認を

行う

発表の概ね１週間前に教員に配
付するレジュメをPDF形式で提
出（形式指定あり、要とりまとめ）

11月中旬 論文の提出

指導教員に以下を提出
　⑴�　学位授与申請書（課程博士）１部
　⑵�　博士論文（Ａ４版、和文又は英文）正本１部、副本４部
　　　必要に応じて研究作品一式を提出することができる。
　⑶�　博士論文要旨（Ａ４版2,000字程度の和文及びＡ４版

３枚程度の英文）各５部
　⑷　論文目録及び別刷　各５部
　⑸　履歴書　５部

12～１月 論文審査・最終試験 審査委員による口頭諮問、論文審査
最終試験等

２月 博士論文発表会
（公開）

発表の概ね１週間前に教員に配付するレジュメをPDF形式で 
提出（形式指定あり、要とりまとめ）

２月中旬 審査結果の報告 主査は審査委員会が作成した博士論文等審査結果及び最終試
験結果報告書を提出

２月下旬 修了及び学位の認定 研究科委員会にて修了及び学位授与の可否を審議、議決

３月上旬 大学保管用 論文、公表論文データを教務課に提出

３月 学位記授与式

10



審査基準
　博士論文の審査の評価は、以下の審査基準に基づき行います。

博士論文（研究作品を要しない場合） 博士論文（研究作品を要する場合）

⑴　テーマ設定の適切性
⑵　分析力
⑶　論旨の一貫性
⑷　文章表現、論理構成
⑸　独創性、新規性
⑹　研究の成熟度
⑺　考察力
⑻　有用性
⑼　完成度
⑽　形式的要件

⑴　テーマ設定の適切性
⑵　技術的表現力
⑶　論旨の一貫性
⑷　文章表現、論理構成
⑸　独創性、新規性
⑹　研究の成熟度
⑺　考察力
⑻　有用性
⑼　完成度
⑽　形式的要件

指導体制
　研究指導は、主担当となる研究指導教員が行います。
　研究内容に応じて、任意で「副担当」として論文作成指導能力を有する研究指導教員から指導
を受けることができます。

在学期間の短縮
　大学院学則第37条第３項の規定に基づき、博士（後期）課程において「特に優れた研究業績を
上げた者」は研究科委員会の議を経て、在学期間を短縮することができます。
　この場合、特に優れた研究業績を上げた者についての適用要件は以下のとおりです。
　⑴　研究を進める中でその研究が飛躍的に進行し完成した場合
　⑵　論文提出要件を満たし、かつ国際的に高い評価を受けた場合
　⑶　博士（後期）課程において所定の単位を修得していること

中間発表等のレジュメ形式
　中間発表等で教員に配付するレジュメは以下の形式に沿って作成してください。また、発表プ
ログラムを付してPDF形式にて教務課に提出してください。
※９ページの形式を参照してください。
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